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論文内容の要旨

本論文は，任意の文書から文字が存在する領域を抽出するという汎用的文字領域抽出問題に関する研究の成果をま

とめたものであり，以下の 5 章から構成されている。

第 1 章の緒論では，本研究の背景となる文書画像解析一般に関して概観すると共に本研究の目的および位置付けに

ついて述べている。

第 2 章では，これまでに提案されてきた文字領域抽出法を概観し，その研究動向を考慮に入れ，任意の文書への適

応を指向した文字領域抽出法がとるべきアフ。ローチについて検討している。その結果として，文字領域抽出のために

は，文書の種類や書式に依存しない知識を用いなければならない点を示唆し，そのような知識として文字形状及び文

字配置に関する知識を具体的に列挙している O

第 3 章では，第 2 章に挙げた文字形状及び文字配置に関する知識を利用した文字領域抽出法について論じているo

ここでは，与えられた知識を最も効果的に利用することができるアプローチとして制約充足の概念に着目し，文字領

域抽出問題を，制約関数と呼ばれる関数の最小化問題に置き換えることにより，制約充足に基づいた文字領域抽出法

を論じている O

第 4 章では，第 3 章で論じた文字領域抽出法に文字列の概念を導入することにより，処理精度の向上を図った文字

領域抽出法について論じている o 本手法は，第 3 章で触れた文字領域抽出法に，分散処理環境の一種であるマルチエー

ジェントシステムに基づく処理形態を導入したものであり，第 3 章の手法の枠組では扱うことのできなかった文字列

の構造を考慮して，文字領域を抽出することができる点について論じている。

第 5 章の結論では，本研究で得られた成果を総括すると共に，その意義，及び、今後の課題について述べている。

論文審査の結果の要旨

紙を媒体とする文書は依然、として大量に生産され，情報化社会における情報流通・加工の一つの隆路とも考えられ，

その電子化を図ることがますます重要になりつつある。このような社会的要請から，文書画像処理技術の開発研究に

はこれまで多大の努力が払われ，多くの成果も得られている。しかし，不定形文書における文字領域あるいは文字列・
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文字切り出しは未開拓の領域であり，新たな技術の開発が求められている D 本論文はこの問題に対し制約充足および

分散協調方式を導入することにより，既存の方式より高精度の文字領域切り出しを可能にする手法の開発に関する研

究成果をまとめたものであり，その主要な結果を要約すると次の通りである。

(1)従来の文字領域抽出法が処理の信頼性を向上させるために，多くの場合，処理対象を定形の文書に限定し，それら

に特有の書式等に関する知識を積極的に利用していたのに対し，文書中の文字および文字列の幾何学的特徴のみを

利用して文字領域を抽出している o その結果，処理対象である文書の種類に依存しない汎用性の優れた文字列抽出

法を実現している o

(2)文字および文字列に関する知識を満足する領域を文書画像中から抽出する際，個々の知識を逐次的に利用するので

はなく，全ての知識を総合的に考憲することが望まし~)。本論文では， これらの一般に要請される条件と現実のデー

タとの差異を制約関数の形にまとめ，その最小化を通じて一般的知識の統合的利用を実現している。このことによ

り不定形文書からの文字列の抽出が可能になるに留まらず，書式の定められた定形文書における同様の処理の信頼

性の向上にも寄与することを実験的に確かめている D

(3)上記の定性的特徴に基づく大局的処理により得られた文字列群に対し，近接する文字列に関する定量的特徴に基づ

く総合的処理を加味した分散協調すなわちマルチエージェント方式を採用し，文字列領域を再調整することにより，

文字列の一層的確な抽出を実現する手法をも提案しているo

以上のように，本論文は不定形文書画像にも適用可能な汎用性のある文書画像解析手法の確立のため，文書画像処

理としては斬新な手法を導入して成果を挙げた先駆的研究として，情報通信分野における技術発展に寄与するところ

大である o よって博士論文として価値あるものと認められる。
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